








4 系統(SHR,WKA,Lewis,F344)のラットを用い,腎糸球体上皮細胞のデスミンを間接蛍光抗

体法,及び免疫電顕法で検索した。デスミン陽性上皮細胞の数,デスミン陽性の程度は,系統,

糸球体,細胞間に差がみられた。各系統とも,10 週齢のラットに比し,25 週齢のものでは,

デスミン陽性細胞の数,及び週齢のものでは,デスミン陽性細胞の数,及び程度は増してい

た。アミノヌクレオシド腎症では,尿蛋白の推移に並行して,デスミンの増強,減弱がみられ

た。 


